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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年10月期中間期 68,982 4.3 4,798 △6.0 5,025 △5.7 3,405 △7.3

2024年10月期中間期 66,125 6.9 5,104 18.6 5,327 18.8 3,674 22.7

（注）包括利益 2025年10月期中間期 3,319百万円（△24.2％） 2024年10月期中間期 4,381百万円（38.5％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年10月期中間期 195.64 195.51

2024年10月期中間期 208.88 208.74

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年10月期中間期 109,891 57,396 51.8

2024年10月期 112,457 55,601 49.1

（参考）自己資本 2025年10月期中間期 56,945百万円 2024年10月期 55,210百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年10月期 － 65.00 － 65.00 130.00

2025年10月期 － 75.00

2025年10月期（予想） － 75.00 150.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 有

１．2025年10月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年11月１日～2025年４月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

配当予想の修正については、本日（2025年６月３日）公表いたしました「剰余金の配当（中間配当）及び期末配当

予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 140,000 2.8 11,000 6.3 11,200 4.1 7,700 1.6 448.81

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更： 無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                    ： 無

③  会計上の見積りの変更                      ： 無

④  修正再表示                                ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年10月期中間期 18,500,000株 2024年10月期 19,500,000株

②  期末自己株式数 2025年10月期中間期 1,143,378株 2024年10月期 2,058,223株

③  期中平均株式数（中間期） 2025年10月期中間期 17,407,686株 2024年10月期中間期 17,590,183株

３．2025年10月期の連結業績予想（2024年11月１日～2025年10月31日）

当社は2024年12月９日開催の取締役会決議に基づき、自己株式100,000株の取得を行いました。また、2025年４月

25日開催の取締役会において、自己株式の取得について決議いたしました。連結業績予想の「１株当たり当期純利

益」については、これらの取得及び取得予定等の自己株式数の増減を考慮し、算定しております。

※  注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．中間連結財務諸表及び主な注記（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果により緩やかな回

復が続くことが期待されましたが、米国の通商政策の影響及び物価上昇の継続に伴う消費者マインドの低下による

景気の下振れリスクに加えて、金融資本市場の変動等、先行き不透明な状況で推移いたしました。

　当社グループの係わる電線業界におきましては、電線の主材料である銅の価格が、１トン当たり期中平均1,443

千円と前年同期平均1,322千円に比べ9.2％上昇いたしました（銅価格の推移、１トン当たり期初1,480千円、高値

1,540千円（2025年３月）、安値1,300千円（2025年４月）、中間期末1,380千円）。また、建設・電販向けの出荷

量は、前年同期に比べ減少基調で推移いたしました。

　このような情勢の下で当社グループは、提案型営業の推進、配送体制の強化、新規得意先の開拓及び既存得意先

の深耕、新商品の拡販など積極的な営業展開を図りました。

　また、制御盤製作及びアグリ事業の強化を図るため、2025年４月に当社名古屋FAセンター（愛知県稲沢市）を開

設いたしました。

　その結果、当中間連結会計期間の経営成績は、半導体製造装置向け及び工作機械向けで一部に需要の停滞があり

ましたが、建設・電販向けの売上が増加したことにより、売上高は68,982百万円（前年同期比4.3％増）、営業利

益は4,798百万円（前年同期比6.0％減）、経常利益は5,025百万円（前年同期比5.7％減）、親会社株主に帰属する

中間純利益は3,405百万円（前年同期比7.3％減）となりました。

　なお、当社グループは、電線・ケーブル事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの業績の記載を省略

しております。

（２）当中間期の財政状態の概況

（資産）

　当中間連結会計期間末における資産合計は109,891百万円となり、前連結会計年度末に比べて2,565百万円の減

少となりました。

　流動資産は75,842百万円で現金及び預金は増加したものの、売上債権が減少したことなどにより、前連結会計

年度末に比べて3,599百万円の減少となり、固定資産は34,048百万円で前連結会計年度末に比べて1,033百万円の

増加となりました。

（負債）

　当中間連結会計期間末における負債合計は52,494百万円となり、前連結会計年度末に比べて4,361百万円の減

少となりました。流動負債は49,510百万円で仕入債務が減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べて

4,410百万円の減少となり、固定負債は2,984百万円で前連結会計年度末に比べて48百万円の増加となりました。

（純資産）

　当中間連結会計期間末における純資産合計は57,396百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,795百万円の

増加となりました。増加の主な要因は、親会社株主に帰属する中間純利益の計上により利益剰余金が増加したこ

となどによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2024年12月９日に「2024年10月期　決算短信」で公表いたしました連結業績予想

からの変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年10月31日)

当中間連結会計期間
(2025年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 30,513 33,738

受取手形及び売掛金 26,451 21,050

電子記録債権 13,149 11,990

有価証券 20 －

商品 8,046 8,365

仕掛品 194 135

原材料及び貯蔵品 294 239

その他 792 344

貸倒引当金 △20 △21

流動資産合計 79,442 75,842

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,119 8,495

機械装置及び運搬具（純額） 304 432

土地 12,394 12,824

リース資産（純額） 198 236

その他（純額） 1,869 743

有形固定資産合計 21,887 22,733

無形固定資産

のれん 87 69

その他 158 137

無形固定資産合計 245 207

投資その他の資産

投資有価証券 3,139 3,472

長期預金 3,000 3,000

繰延税金資産 518 447

その他（純額） 4,612 4,591

貸倒引当金 △388 △403

投資その他の資産合計 10,881 11,107

固定資産合計 33,014 34,048

資産合計 112,457 109,891

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年10月31日)

当中間連結会計期間
(2025年４月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 48,676 45,180

短期借入金 381 381

１年内償還予定の社債 14 14

リース債務 44 55

未払法人税等 2,262 1,606

賞与引当金 852 842

その他 1,689 1,429

流動負債合計 53,920 49,510

固定負債

社債 28 21

リース債務 132 166

繰延税金負債 1 4

退職給付に係る負債 2,224 2,255

資産除去債務 7 7

その他 541 529

固定負債合計 2,935 2,984

負債合計 56,856 52,494

純資産の部

株主資本

資本金 2,575 2,575

資本剰余金 700 700

利益剰余金 53,760 54,123

自己株式 △3,997 △2,486

株主資本合計 53,038 54,912

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,506 1,518

為替換算調整勘定 545 411

退職給付に係る調整累計額 120 103

その他の包括利益累計額合計 2,172 2,033

新株予約権 22 29

非支配株主持分 368 421

純資産合計 55,601 57,396

負債純資産合計 112,457 109,891
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年11月１日
　至　2024年４月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年11月１日

　至　2025年４月30日)

売上高 66,125 68,982

売上原価 55,651 58,515

売上総利益 10,473 10,467

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 730 722

貸倒引当金繰入額 △0 14

給料及び賞与 1,497 1,607

福利厚生費 516 537

賞与引当金繰入額 781 817

退職給付費用 135 119

旅費交通費及び通信費 147 154

減価償却費 274 286

のれん償却額 17 17

その他 1,266 1,391

販売費及び一般管理費合計 5,368 5,669

営業利益 5,104 4,798

営業外収益

受取利息 10 23

受取配当金 38 43

受取家賃 67 65

為替差益 12 0

その他 152 169

営業外収益合計 281 302

営業外費用

支払利息 2 2

減価償却費 24 24

支払保証料 6 7

その他 25 40

営業外費用合計 58 75

経常利益 5,327 5,025

特別利益

補助金収入 112 －

特別利益合計 112 －

税金等調整前中間純利益 5,440 5,025

法人税、住民税及び事業税 1,721 1,554

法人税等調整額 27 42

法人税等合計 1,749 1,597

中間純利益 3,690 3,427

非支配株主に帰属する中間純利益 16 22

親会社株主に帰属する中間純利益 3,674 3,405

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年11月１日
　至　2024年４月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年11月１日

　至　2025年４月30日)

中間純利益 3,690 3,427

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 582 12

為替換算調整勘定 123 △103

退職給付に係る調整額 △14 △16

その他の包括利益合計 690 △108

中間包括利益 4,381 3,319

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 4,360 3,266

非支配株主に係る中間包括利益 21 53

（中間連結包括利益計算書）
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日）、「包括利益の

表示に関する会計基準」（企業会計基準第25号　2022年10月28日）及び、「税効果会計に係る会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第28号　2022年10月28日）を当中間連結会計期間の期首から適用しております。こ

れによる中間連結財務諸表への影響はありません。

（追加情報）

（法人税等の税率の変更による影響）

　「所得税法等の一部を改正する法律」（令和７年法律第13号）が2025年３月31日に公布され、2026年４月１日

以後に開始する連結会計年度より、「防衛特別法人税」が課されることとなりました。

　これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、2026年11月１日に開始する連

結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異等については、従来の30.5％から31.4％に変更となります。

　なお、この税率変更による影響は軽微であります。

（セグメント情報等の注記）

当社グループは、電線・ケーブル事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

１．自己株式の取得

　当社は、2024年12月９日開催の取締役会決議に基づき、自己株式100,000株の取得を行い、当中間連結会計

期間において、自己株式が466百万円増加しました。

２．自己株式の消却

　当社は、2024年12月９日開催の取締役会決議に基づき、2024年12月16日付で自己株式1,000,000株の消却を

実施し、当中間連結会計期間において、自己株式と資本剰余金がそれぞれ1,946百万円減少しました。

３．自己株式の処分

　当社は、2025年２月28日開催の取締役会決議に基づき、当社の取締役に対する譲渡制限付株式報酬として自

己株式12,100株の処分を行いました。また、ストックオプションの権利行使に伴い自己株式2,800株の処分を

行い、当中間連結会計期間において、自己株式が30百万円減少し、資本剰余金が38百万円増加しました。

　なお、当中間連結会計期間末において資本剰余金残高が負の値となったため、利益剰余金から資本剰余金への振

替を行いました。

　これらの結果、当中間連結会計期間において利益剰余金が1,908百万円、自己株式が1,510百万円それぞれ減少し

ました。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。
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（重要な後発事象）

（自己株式の取得及び消却）

　当社は、2025年４月25日開催の取締役会において、以下のとおり、会社法第165条第３項の規定により読み替

えて適用される同法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議するとともに会社法第178条

の規定に基づき、自己株式の消却に係る事項を決議いたしました。

１．自己株式の取得及び消却を行う理由

株主還元の充実と資本効率の向上及び経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行するため。

２．取得に係る事項の内容

(１) 取得対象株式の種類

当社普通株式

(２) 取得し得る株式の総数

200,000株（上限）

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合1.15％）

(３) 株式の取得価額の総額

1,000百万円（上限）

(４) 取得期間

2025年５月１日から2025年10月31日まで

(５) 取得方法

東京証券取引所における市場買付

３．消却に係る事項の内容

(１) 消却する株式の種類

当社普通株式

(２) 消却する株式の総数

500,000株

（消却前の発行済株式総数に対する割合2.70％）

(３) 消却後の発行済株式総数

18,000,000株

(４) 消却日

2025年５月14日
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